
明
治
三
〇
年
代
の
初

頭
、
飯
田
下
伊
那
地
方

は
も
ち
ろ
ん
全
国
各
地

に
日
清
戦
争
の
余
波
が

残
り
、
当
時
の
青
年
達

は
国
家
の
安
寧
と
自
分

た
ち
の
未
来
の
構
築
に

真
剣
に
立
ち
向
か
っ
て

い
た
。
こ
の
時
代
、
当

地
方
の
青
年
層
の
思
想

形
成
に
多
大
な
影
響
を

与
え
た
の
が
『
伊
那
青

年
』
で
あ
る
。

『
伊
那
青
年
』
は
明

治
三
十
三
年
二
月
か
ら

明
治
三
十
六
年
ま
で
の

間
に
三
十
八
冊
刊
行
さ

れ
た
。
そ
の
雑
誌
の
執

筆
者
は
、
人
生
の
後
半

に
お
い
て
郷
土
南
信
州

で
特
に
貢
献
し
た
人
々

で
あ
っ
た
こ
と
に
驚
き

を
禁
じ
得
な
い
。

現
在
『
伊
那
青
年
』

は
入
手
し
難
く
、
そ
れ

を
研
究
す
る
人
の
た
め

に
、
公
益
社
団
法
人
南

信
州
地
域
資
料
セ
ン
タ

ー
は
復
刻
を
始
め
た
。

そ
の
活
用
の
一
助
と
し

て
同
セ
ン
タ
ー
で
は

『
伊
那
青
年
と
そ
の
時

代
』
を
平
成
二
十
九
年

十
月
に
出
版
し
た
。
迂

生
も
そ
の
中
で
、「
寄
稿

者
・
清
水
福
市
小
伝
」

の
題
名
で
執
筆
し
た
。

清
水
福
市
は
上
久
堅

村
出
身
の
長
野
師
範
学

校
の
学
生
で
あ
っ
た

が
、
年
月
を
経
て
い
る

た
め
そ
の
後
の
経
歴

等
々
は
、
地
元
を
は
じ

め
親
戚
す
ら
詳
細
は
不

明
で
困
却
し
て
い
た
の

で
あ
る
。

そ
こ
で
清
水
と
の
親

交
の
あ
っ
た
市
村
咸
人

や
西
尾
実
等
の
文
献
か

ら
そ
の
人
と
な
り
を
調

査
し
、
ま
た
、
縁
戚
筋

の
方
々
か
ら
の
伝
聞
を

参
考
に
し
て
、
略
歴
を

纏
め
た
。

今
回
、
こ
の
本
が
発

刊
さ
れ
る
と
、
宮
田
村

の
粟
谷
真
寿
美
さ
ん
か

ら
新
資
料
の
提
供
が
あ

り
、
疑
問
に
な
っ
て
い

た
点
が
明
ら
か
に
な
っ

た
の
で
紹
介
し
た
い
。

そ
れ
は
、
清
水
が
長

野
師
範
学
校
を
卒
業
し

て
同
校
付
属
小
学
校
の

訓
導
か
ら
、
飯
田
尋
常

高
等
小
学
校
に
転
勤
し

て
か
ら
の
こ
と
で
あ

る
。大

正
四
年
四
月
二
十

七
日
、
市
村
咸
人
は
出

勤
途
中
、
清
水
福
市
と

郡
視
学
の
二
人
に
出
会

い
、
神
坂
を
越
え
て
広

島
よ
り
九
州
へ
学
事
視

察
に
行
く
こ
と
を
聞
き

驚
い
た
。
さ
ら
に
そ
の

四
日
目
の
五
月
一
日
、

市
村
は
清
水
か
ら
高
師

入
学
の
電
報
を
受
理
す

る
。
市
村
の
日
記
に
は

高
師
と
の
み
記
載
さ
れ

て
い
て
、
そ
の
後
の
活

動
拠
点
が
東
京
で
あ
っ

た
た
め
に
、
親
戚
筋
で

も
高
師
は
東
京
高
師
と

考
え
ら
れ
て
い
た
。
し

か
し
、
実
際
は
廣
島
高

師
で
あ
っ
た
。
そ
れ
が

今
回
の
粟
谷
さ
ん
の
新

資
料
で
明
ら
か
に
な
っ

た
の
で
あ
る
。

そ
の
資
料
と
は
大
正

五
年
八
月
刊
行
の
『
長

野
県
下
伊
那
郡
松
尾
村

自
治
一
班
』
で
あ
る
。

そ
の
序
言
に
時
の
松
尾

村
長
森
本
勝
太
郎
が
次

の
よ
う
に
述
べ
て
い

る
。「
曩
日
廣
島
高
等
師

範
学
校
教
育
科
に
在
學

の
清
水
福
市
君
夏
季
休

業
中
の
研
究
と
て
我
が

松
尾
村
自
治
行
政
の
実

況
を
調
査
せ
ん
こ
と
を

請
は
る
（
以
下
略
）」

と
。
ま
た
、
本
人
の
例

言
に
「
一
、
本
調
査
は

余
が
廣
島
高
等
師
範
学

校
に
於
け
る
法
制
経
済

科
の
夏
季
休
業
研
究
題

と
し
て
課
せ
ら
れ
た
る

（
以
下
略
）」と
あ
り
、

東
京
高
師
で
は
な
く
、

広
島
高
師
に
在
学
し
た

こ
と
が
明
確
と
な
っ
た

の
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
そ
の
著
書

内
容
は
、
過
去
五
年
間

飯
田
小
学
校
（
現
追
手

町
小
学
校
）
に
奉
職
し

て
い
た
体
験
を
生
か

し
、
如
何
に
自
然
分
野

と
人
文
分
野
を
融
合
し

た
教
育
を
す
べ
き
か
を

説
い
て
い
る
。
こ
れ
ら

が
記
さ
れ
た
『
長
野
県

下
伊
那
郡
松
尾
村
自
治

一
班
』
は
、
そ
の
後
の

松
尾
村
誌
の
先
駆
け
と

な
っ
た
著
作
と
思
わ
れ

る
。新

資
料
に
よ
っ
て
清

水
福
市
の
経
歴
が
訂
正

さ
れ
、
ま
た
、
教
育
者

と
し
て
歴
史
学
者
と
し

て
の
生
き
様
を
知
る
こ

と
が
で
き
た
の
で
あ

る
。

（
飯
田
市
上
郷
飯
沼
）
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『松尾村自治一班』の序文

『松尾村自治一班』の例言
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